
国語－１２（第３学年） 関心のある事柄について批評する文章を書く事例（書くこと）
【学習活動の概要】

１ 単元名 高等学校のパンフレットを批評する文章を書こう～資料を引用して書く～

２ 単元の目標
高等学校のパンフレットの中の事柄について，適切な資料を引用しながら自分の考えを伝え

る説得力のある批評の文章を書くことができる。

３ 評価規準
【国語への関心・意欲・態度】

高等学校のパンフレットの中の事柄について，自分の考えを明確にして批評する文章を書
こうとしている。

【書く能力】
自分の考えや評価の根拠となる適切な資料を引用して，説得力のある批評の文章を書いて

いる。
【言語についての知識・理解・技能】

和語・漢語・外来語などの使い分けや言葉のニュアンスを知り，適切な語句を選択してい
る。

４ 教材
・高等学校の学校紹介パンフレット（複数校分用意する）
・デザインやレイアウトに関する資料（初心者がリーフレットやパンフレットなどを作成する

ための入門書）

５ 主な学習活動
(1)単元の展開（全５時間）

学習活動 言語活動に関する指導上の留意点

第１～ 学習の見通しをもち，複数の高等学校のパ ○批評とは，対象とする事柄のよ
２時 ンフレットの中から，自分が批評するものを さや特徴，価値を論じたり評価

決める。 したりすることであるとの定義
他の高等学校のパンフレットや「デザイン を説明する。

やレイアウトに関する資料」を根拠にして批
評の観点を決め，自分の考えをまとめる。

第３時 設定した観点に沿って，自分の考えをより ○完成した批評の文章は，高等学
(本時) よく伝える文章の構成を考える。 校の広報担当に送付することを
第４時 資料を適切に引用しながら，高等学校のパ 確認し，相手意識を明確にもた

ンフレットを批評する文章を書くとともに， せる。
書いた文章を読み直し，文章全体を整える。 ○引用のルールを指導する際には，

第５時 書いた文章を読み合い，論理の展開や資料 著作権の問題に留意させる。
の引用の仕方などについて評価し，自分のも
のの見方や考え方を深める。
※いくつかの作品を高等学校の広報課に送付する。

(2)本時の学習（３/５時間）

① 前時までの学習を想起させ，自分の考えとそれを裏付ける根拠（パンフレットを比
較して分かったことや資料からの引用部分）との関係を確認する。

② 文章の論理の展開の仕方について理解する。
・初めに自分の考えを述べ，それを裏付ける事実を示す書き方
・具体的な事実から一般化し，自分の考えの正当性，妥当性を示す書き方 など

③ いくつかの構成の中から，自分の考えがよりよく伝わるものを考える。



【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】
本事例では，中学校学習指導要領・国語の第３学年「書くこと」の指導事項「イ 論理の展開

を工夫し，資料を適切に引用するなどして，説得力のある文章を書くこと。」を指導する。「説
得力のある文章を書く」ためには，客観性や信頼性の高い資料を自分の考えの根拠として選んで
用いることが重要である。また，「適切に引用する」ためには，自分の考えの根拠としてふさわ
しいかどうかについて検討したり，引用部分を明らかにした上で，資料が伝えたいことと自分の
考えの関係について補足したりすることが重要である。また，著作権を尊重し保護することの大
切さについても確認する。

さらに，関連する内容として，〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕「(1)イ(ｲ)
慣用句・四字熟語などに関する知識を広げ，和語・漢語・外来語などの使い分けに注意し，語感
を磨き語彙を豊かにすること。」を位置付ける。高等学校のパンフレットには，意図的に「和語
・漢語・外来語」の使い分けが見られるものがある。これらの使い分けを考えさせたり，引用し
ながら評価をさせたりすることにより，微妙な言葉のニュアンスについて知り，語感を磨くよう
指導する。

【言語活動の充実の工夫】
上述の内容を効果的に指導するために，言語活動を設定する。第３学年の「書くこと」の言語

活動例は，次の２つであり，本事例では，アの言語活動例を具体化した。

ア 関心のある事柄について批評する文章を書くこと。
イ 目的に応じて様々な文章などを集め，工夫して編集すること。

批評とは，対象とする事柄のよさや特徴，
価値を論じたり評価したりすることである。
指導においては，視野の広さをもたせるため
に，関連する事柄や背景などに興味をもたせ
ることが大切である。

「高等学校の学校紹介パンフレット」は，
主として中学校３年生の生徒とその保護者と
を読み手として想定している。高等学校の特
長が様々な表現の仕方を用いて紹介されてい
る。

本単元では，このような「高等学校の学校
紹介パンフレット」の特徴を生かし，説得力
のある批評の文章を書くために，次のような
指導の工夫を行う。
①自分が批評の対象とするパンフレットと他

の高等学校のパンフレットを比較し，考え
をより明確にさせる。
＜助言の例＞ 部活動紹介では，「監督か

らのメッセージだけが書かれているもの」
と，「キャプテンからのメッセージも併
せて書かれているもの」があるね。読ん
だ時の印象は，どのように違うのだろう
か。内容や述べ方を比べて考えてみよう。

②根拠として，「デザインやレイアウトに関
する資料」を参考にすることで考えを深め
させたり，資料を適切に引用することで説
得力のある文章を書かせたりする。
＜助言の例＞ このページは，思わず目をひかれたけれど，資料を読むと「アイキャッチャー」

という手法が使われていることが分かる。資料のこの部分を引用して，表現のよさを述べて
みよう。

なお，本事例は，第３学年「読むこと」の指導事項「ウ 文章を読み比べるなどして，構成や
展開，表現の仕方について評価すること。」の指導との密接な関連を図ることが効果的である。

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類：④，⑥ （※分類番号はP5表参照）

生徒による批評のコメントの例




